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1. 概要  

  敷地情報と建物を取り込み、天空率に必要な建築基準法の敷地条件・用途地域条件等を付

加して天空率の計算を行い天空率図等の作成をします。 

 天空率の解釈については申請する行政庁により違いがあるので事前に行政庁の担当者と

調整を行い作成してください。 

  本システムでは建築行政会議（ＪＣＢＡ）方式の仕様に基づいて開発しています。 

 

＜建築行政会議（ＪＣＢＡ）とは＞※日本建築行政会議のＨＰより抜粋。 

特定行政庁、指定確認検査機関その他建築基準行政又は確認検査業務等を担当する団体（以

下「特定行政庁等」という。）及び建築主事、確認検査員その他これらに類する業務に携わ

る者（以下「建築主事等」という。）が、相互の情報交換と共同作業の場を確立し、より的

確な基準の整備・運用並びに諸制度の活用・改善を通じて、建築物の安全性の確保及び質の

向上並びに地域の特性に対応した個性豊かな市街地整備を実現し、もって公共の福祉の増進

を図ることを目的としています。本会の正会員は、特定行政庁、指定確認検査機関、指定認

定機関及び指定性能評価機関により構成されています。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

- 6 / 39 - 

1-1. 天空図とは 

  平成１４年の法改正により、斜線制限の性能規定化が図られ、天空率が斜線適合建築物と

同等の範囲で緩和できることとなりました。 

 

＜基準法施行例 135 条の 5＞ 確保される採光通風の指標として「天空率」を定義。 

斜線制限の限度一杯まで建築する場合の高さ制限適合建築物の天空率と、 計画した計画建築

物の天空率とを比較して、緩和適用 できるかどうかの判断をします。 

斜線適合建築物の天空率より計画建築物の天空率が大きければ、法令上の斜線を超えたところ

に建物を建てることが認められる。 

任意の測定ポイントに対して正射影投影（魚眼レンズで空を見上げたもの）された図（天空図）

より、建物が投影されている範囲の除いた空間の割合（＝空の見える割合）のことを 

天空率といいます。 

 

ＲS（天空率）＝（As－Ａb）／Ａs 

Ａs：測定点を中心として天空を正射影（水平投影）した円の面積 

Ａb：測定点を中心とする天空球面への建築物の射影面積を水平面に正射影（水平投影）した

面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定ポイント 
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天空図共通情報設定 

天空図 

適合ﾌﾞﾛｯｸ生成 

測定点生成 

天空率計算 

2. 操作概要  

 ◆入力フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■操作手順 

 

 1.間取りの「敷地」で敷地領域が入力されていないと天空図に入れませんので敷地領域を

必ず入力してください。 

   

 2. 斜線情報の道路斜線と北側斜線は天空図で取り込みますが、それ以外の敷地辺は隣地斜

線として取り込みます。 

 

3.メニューバーの「設定」で「天空図/日影図」 

  の共通情報設定を選択して、用途地域情報 

を設定してください。 

（4-1. 天空図 共通情報設定参照） 

 

 ※用途地域は建物共通情報から引きついで 

  いないので必ず設定してください。 

 

 

 

 4.選択メニューの「天空図」を選択して 

  天空図の入力を行います。 

 

  

 

 

 

 

 

斜線情報生成後に確認及び変更 

道路の隅切り 斜線情報生成 

計画ブロックが無い場合は建物から計画

ブロックも自動生成します 

入力済計算対象の斜線情報

の測定点を生成します 

計算結果確認後 

設計図書で出力 

 

用途地域、斜線情報 
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 ■天空図レイヤへの移動方法 
 

・敷地入力からの場合 

「選択」アイコンのメニューから 

天空・日影の作成画面に入ります。 

 

  【計画モデル】 

計画ブロックの生成と入力ができます。 

用途地域分割入力ができます。 

   

【天空図】 

天空図の作成ができます。 

   

【日影図】 

日影図の作成ができます。 

 

 

 

・階の入力からの場合 

「選択」アイコンのメニューから 

天空・日影の作成画面に入ります。 

 

  【計画モデル】 

計画ブロックの生成と入力ができます。 

用途地域分割入力ができます。 

   

【天空図】 

天空図の作成ができます。 

   

【日影図】 

日影図の作成ができます。 

 

 

 

 ・天空図敷地入力画面 

【斜線情報生成】 

天空図の共通情報設定の用途地域から 

  斜線情報の生成をします。 

 

【適合ブロック生成】 

敷地と斜線情報により適合ブロックの生成と 

建物データから計画ブロックの生成をします。 

 

  【測定点生成】 

  斜線情報から測定点の生成をします。 
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■入力画面の表示 

◆適合ブロック生成後の平面表示       ◆適合ブロック生成後のパース表示 

                       全てのグループ表示 

         
 

 A グループ表示               B グループ表示 

        
 

◆隣地斜線を同一 C グループに変更      ◆隣地斜線 C グループのみの表示 

        
 

◆パースの表示設定 

カラー表示                 図面表示 

        

        

適合ブロック 

計画ブロック 
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 ■設計図書 

  配置図・立面図・アイソメ図       正射影図 

   
 

  適合ブロック三斜求積図・求積表     計画ブロック三斜求積図・求積表 

正射影位置確認表(適合)、天空率一覧表      
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3. 天空図・日影図共通情報 

3-1. 天空図 出力設定 

  天空図の設計図書の設計項目を 

  設定します。 

 

  

 

 

 

天空図のタブを選択してください。 

  【天空率係数】 

  ・天空図一覧 

   半径：正射影図の作図半径 

   仰角目盛：正射影図仰角の角度 

   方位角目盛：正射影図方位角の角度 

   縮尺：縮尺の数値 

 

  ・天空図近接点 

   半径：三斜求積図の作図半径 

   仰角目盛：正射影図仰角の角度 

   方位角目盛：正射影図方位角の角度 

   縮尺：縮尺の数値 

   三斜分割角：三斜求積図の三角形の分割角度 

 

  【正射影図表示スタイル】 

   正射影図の適合ブロックと計画ブロックの並びを縦か横の設定をします。 

   正射影図表示(横)：適合ブロックと計画ブロックを横並びで設計図書を作成します。 

   正射影図表示(縦)：適合ブロックと計画ブロックを縦並びで設計図書を作成します。 
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3-2. 天空図 共通情報設定 

  天空図の用途地域の設定を行います。 

 建物共通情報の「敷地概要」の用途地域 

 の設定は反映しませんので、天空図の 

「共通情報設定」で用途地域の設定を行 

います。 

 ※斜線情報の生成時に反映します。 

 

■日影共通情報設定 

 ２つの用途地域にかかる場合の 

分割線左側と分割線右側の設定が 

できます。 

 

 分割線とは用途地域分割線の入力で 

 １点目と２点目方向に対して右側方向と 

 左側方向で判断します。 

 

 ・用途地域 

   敷地の用途地域を設定します。 

 

  ・建築制限高さ 

   敷地の絶対高さを設定します。 

 

  ・指定建ぺい率 

   建ぺい率を設定します。 

 

  ・指定容積率 

   容積率を設定します。 

 

  ・道路外壁後退 

   道路斜線の後退距離を設定します。 
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  ・高度地区 

   敷地の用途地域が高度地区に該当する場合に設定します。 

 

  ・立上り１・斜線勾配 1・立上り 2・斜線勾配 2 

    下図参照 
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【斜線情報の生成について】 

斜線情報生成時にマスターから読み込む設定値は下記内容になります。 

初期値として取り込みだけですので、生成後は変更修正ができます。 

但し、行政庁により異なる場合があるので斜線情報生成後確認して変更してください。 

適合ブロックは斜線情報を元に生成するので斜線情報は正しく入力してください。 

適合ブロックは正しい斜線情報を設定後に計算対象でない斜線情報の計算対象チェックを、 

ＯＦＦにした後に適合ブロックの生成を実行してください。 

・用途地域設定内容 

 

 

・高度地区設定内容 

 高度地区設定の設定内容は下記内容になります。 

 高度地区設定の値は斜線情報生成の道路斜線の初期値となります。 

 

 

※斜線情報は 5.1 自動生成メニューの１.斜線情報生成を参照
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4. 天空・日影共通の計画モデル（計画建築物） 

 天空図と日影図で共通に利用する 

 計画モデルを作成します。 

 

 敷地が２地域にまたがる場合の敷地分割 

線の入力をします。 

  

 

 

 

 

 

4-1. 計画ブロック（計画建築物）自動生成 

 間取りで入力した建物データから計画ブロックを作成します。 

 

 【計画ブロック変換対象要素】 

 部屋領域の合成領域（外周領域） 

 バルコニー-------手摺高さで生成します。 

 ドライエリア----立上り高さで生成します。 

 ウッドデッキ---ﾌｪﾝｽ高さで生成します。 

 濡れ縁------------床上面高さで生成します。 

 屋外スロープ---勾配なりに生成します。 

 壁------------------外周の外の壁を生成します。 

 柱型---------------束石は生成しません。 

 厚み領域---------斜線対応のチェックが ON の場合に生成します。 

 厚み線分---------斜線対応のチェックが ON の場合に生成します。 

 傾斜面------------傾斜面の高さの領域で生成します。 

 窓庇---------------窓庇の設定内容で生成します。 

 ﾌﾗﾜｰﾎﾞｯｸｽ-------手摺高さで生成します。 

 外階段------------階段領域で上層までのブロックを生成します。 

 屋根---------------建物共通情報で軒樋を表現するの場合は軒樋を含む領域で生成します。 

 煙突---------------幅・奥行き・高さでブロックを生成します。 

 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ----------手摺高さを含むブロックを生成します。 

 ﾄﾞｰﾏ---------------円形は矩形でブロックを生成します。 
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4-2. 用途地域分割線 

  ２つの用途地域に敷地がまたがる場合に敷地を分割します。 

 １点目と２点目の方向に対して左右を判断します。 

 

「選択」アイコンの「計画モデル」の「敷地」アイコンの下の「用途地域分割線」で入力

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天空図の「共通情報設定」で分割線の左側と 

  右側の用途地域情報が反映します。 

 

 

左側用途地域 

右側用途地域 

１点目 

２点目 
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4-3. 計画ブロック（計画建築物）入力 

  作成された計画ブロックの編集又は 

計画ブロックを手動で入力できます。 

 

 計画モデルメニューの「計画ブロック」から 

 入力します。 

① 計画ブロックの領域を入力します。 

② 基準点を入力します。 

③ 勾配方向を指示します。 

 

立上り高さは基準点位置の高さと 

なります。 

 

 
 最高高さにﾁｪｯｸがある場合は基準ＧＬ 

 からの設定高さで上端が水平になり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
最高高さﾁｪｯｸＯＦＦ 最高高さﾁｪｯｸＯＮ 

  

立上り高さ 

最高高さ 

③ 領域 

① 基準点 

② 方向 
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5. 天空図 

5-1. 自動生成メニュー 

  メニューから天空図を選択すると天空図の敷地情報入力画面になります。 

※事前に、天空共通情報設定で用途地域の選択を行ってください。 

斜線情報生成で用途地域の設定項目が反映されます。 

  【天空図敷地情報入力画面】 

   

  1.斜線情報生成 

   敷地領域辺に斜線情報の生成をします。 

   天空共通情報設定の用途地域の斜線情報を自動生成します。 

   間取りの敷地に入力されている斜線情報の北側斜線と道路斜線を取り込みます。 

   方位は間取りの敷地の方位が反映します。 

   但し、北側斜線の制限が無い用途地域の場合は北側斜線線分が入力されていても隣地斜

線とします。 

   間取りの敷地に斜線情報が入力されていない敷地領域辺の場合は、用途地域による北側

斜線の設定がある、第１種低層住居専用地域・第２種低層住居専用地域・第１種中高層

住居専用地域・第２種中高層住居専用地域の場合は方位の北側の敷地領域辺に北側斜線

を生成します。 

それ以外は全て隣地斜線を生成します。 

 

既に入力されている天空図の斜線情報がある 

場合は、入力済の斜線情報を削除して生成し 

ますかのメッセージが表示されます。 

「はい」を選択すると削除して再作成しま 

す。 

「いいえ」で戻ります。 
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間取りの敷地に斜線情報が入力されていない場合 

用途地域に北側斜線の制限が有る場合 用途地域に北側斜線の制限が無い場合 

  

間取りの敷地に北側斜線と道路斜線が入力されている場合 

用途地域に北側斜線の制限が有る場合 用途地域に北側斜線の制限が無い場合 

 北側斜線を隣地斜線として作成します 

 

道路斜線の場合の緩和距離は間取りの敷地では道路幅員を含んでいましたが、天空図

の道路斜線では道路幅員と緩和距離を分けて設定します。取り込んだ場合は緩和距離

の値が道路幅員をマイナスした値になります。 

但し、適合ブロックの生成時に緩和距離は、「道路幅員＋緩和距離」として作成しま

す。 

 間取りの道路斜線情報       天空図の道路斜線情報 

 

 

 

敷地 

北側斜線 

北
側
斜
線

 

隣
地
斜
線

 

隣地斜線 

敷地 
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  ■グループの設定 

斜線情報の生成時に斜線情報のグループ名称を自動設定します。 

   グループは敷地領域の斜線情報の領域から左廻りに A~Z のグループが設定されます。 

 

  ・計算対象 

   計算対象のチェックが ON の場合に適合ブロックを生成します。 

   天空率を計算する斜線情報のみ ON として、その他の斜線情報は全て OFF としてくだ

さい。 

   ※建築基準法では同じ斜線種類で一部の斜線がかかる場合でも計算は同一の斜線を全

て計算する必要があります。それ以外は天空図の計算の必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

    斜線情報から適合ブロックを生成するので自動生成後必ず確認して違う場合は変更して

ください。行政庁により制限が異なる場合があります。 

 

2.適合ブロック（適合建築物）生成 

  【道路斜線のみ計算対象チェックが ON の場合】 

   道路斜線による適合ブロックを生成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

適合ブロックの

範囲外の場合色

を変えて表示し

ます 

OFF の場合✖マ

ークを表示 



 

 

 

 

 

- 21 / 39 - 

  【適合ブロック（適合建築物）の表示の ON/OFF】 

パースの表示設定で表示する適合ブロックを選択できます。 

  表示モードをカラーと図面でパースの表示を変えることができます。 

  ※平面表示の場合も表示の ON/OFF で切り替わります。 

 

パース表示モードが全てのグループの場合は生成された全ての適合ブロックを表示します。 

Open GL 表示 ｸﾗｼｯｸ表示 

カラー 図面 カラー 図面 

全てのｸﾞﾙｰﾌﾟ  A ｸﾞﾙｰﾌﾟ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

    

 

 

  表示モードが計画ブロックのみの場合は全ての適合ブロックを表示しません。 

Open GL 表示 ｸﾗｼｯｸ表示 

カラー 図面 

  



 

 

 

 

 

- 22 / 39 - 

 隣地斜線を同一グループに変更して適合ブロックを生成した場合。 

一の隣地方式で適合ブロックを生成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北側斜線の場合 

 同一グループにして作成すると真北方向で敷地を分割して適合ブロックを生成します。 

勾配方向は真北方向の勾配から敷地辺に垂直方向の勾配を計算して、敷地に垂直方向の

勾配方向で作成します。

隣地斜線を同一グ

ループに変更 

建築基準法の北側斜線の
勾配値方向 

北側斜線の適合ﾌﾞﾛｯｸの勾配
値方向 

北
側
斜
線

 

北側斜線 
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3.測定点の生成 

   斜線種類別に測定点を生成します。 

   ■北側斜線の測定点生成 

    ・第１種低層住居専用地域及び第２種低層住居専用地域の場合 

     真北方向に面する境界線から 4ｍの位置に 1ｍ以内の等間隔 

    ・第１種中高層住居専用地域及び第２種中高層住居専用地域の場合 

     真北方向に面する境界線から 8ｍの位置に 2ｍ以内の等間隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■道路斜線の測定点生成 

    道路境界線の反対側の境界線上に道路幅員の１／２ピッチで測定点を生成します。 

 

敷地 

道路幅員Ｗ 

１／２Ｗ以内の等間隔 測定点 

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 

道路斜線 

敷地 

道路幅員Ｗ 

１／２Ｗ以内の等間隔 測定点 

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 

道路斜線 

１ｍ又は２ｍﾋﾟｯﾁ等間隔 

１
ｍ
又
は
２
ｍ
ﾋﾟ
ｯﾁ
等
間

隔
 

（4ｍ or 8ｍ） 

敷地 

隣地境界線 

隣
地
境
界
線

 

道路境界線 

隣
地
境
界
線

 
北
側
斜
線

 
北側斜線 

真北方向 
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   ■隣地斜線の測定点生成 

    隣地斜線の立上り高さと勾配により、測定点の生成位置とピッチによる測定点を生成

します。 

    ピッチは生成ﾋﾟｯﾁ以内の均等ピッチで生成します。 

 

    立上り高さが 20ｍ、勾配が 1.25 の場合-----測定点距離 16ｍ・ﾋﾟｯﾁ 8ｍ 

    立上り高さが 31ｍ、勾配が 2.5 の場合-------測定点距離 12.4ｍ・ﾋﾟｯﾁ 6.2ｍ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   ＜測定点生成のポイント＞ 

   測定点は斜線情報が計算対象でない場合に、入力されている全ての斜線情報に対して生

成します。 

   天空率の計算が必要なのは斜線のチェックでＮＧの場合の斜線種類のみでＯＫなので、 

   必要でない斜線情報は計算対象のチェックをＯＦＦにするか、斜線情報の線分を削除し

てから測定点を生成してください。 

   天空率の計算は計算対象の斜線情報の全ての測定点に対して計算をします。 

   設計図書の作成も計算した全ての測定点の天空図を作成します。 

敷地 

距離Ｌ 

≒Ｌ/2 

隣
地
斜
線
 

≒Ｌ/2 

〃 

〃 
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5-2. 要素入力 

5-2-1. 斜線情報の入力 

 適合ブロックの生成は斜線情報から生成します。 

建築基準法による用途地域別の制限を反映するよ 

うに項目を正しく設定して入力してください。 

 

敷地のメニューから斜線情報を選択します。 

 

 

 

 

 

【斜線情報の入力】 

 斜線情報は適合ブロックを作成するための要素です。 

斜線情報線分が入力されていない場合は、 

適合ブロックを作成しません。 

 入力は１点・２点・３点方向で入力します。 

 入力時は敷地領域辺上にしか入力できません。 

 編集時に斜線情報線分の伸縮ができます。 

 

  

 

【設定項目】 

 斜線種類  ：斜線種類の選択をします。 

 道路幅員  ：道路斜線の場合に入力します。 

        始点と終点の幅員を入力します。 

        始終点が同じ幅員の場合や終点のチェックが 

        OFF の場合は同じ幅が自動的に設定されます。 

        道路斜線でない場合は非活性となり、設定で 

きません。 

 高さ    ：視点側と終点側の高さを設定します。 

 立上り高さ 1：斜線勾配の基準点の高さを設定します。 

        道路斜線は「0」を設定します。 

        北側斜線は敷地境界線上の北側の立上り高さを 

        設定します。 

        隣地斜線は敷地境界線上の立上り高さを設定 

        します。 

１点 ２点 

３点方向 

敷地 
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 立上り高さ 2：高度地区の立上り部 2 の高さを設定します。 

        高度地区の制限がある場合に設定します。 

 斜線勾配 1 ：斜線の勾配を設定します。 

 斜線勾配 2 ：高度地区の立上り部 2 の高さを設定します。 

高度地区の制限がある場合に設定します。 

 緩和距離  ：公園・川等の緩和できる条件がある場合に設定します。 

        ※緩和できる合計の距離を設定します。 

※道路斜線の場合は道路幅員を除く公園・川等の合計の距離を設定します。 

※北側斜線・隣地斜線の場合は川等の実際の幅の１／２が緩和されるので、

１／２にした距離を設定します。 

 後退距離  ：道路斜線と隣地斜線の場合にセットバックする後退距離を設定します。 

 適用距離  ：用途地域による道路斜線の制限範囲の適用距離(Ｌ)を設定します。 

        行政庁により用途地域の容積率による適用距離(Ｌ)が異なる場合があるの

で確認の上設定してください。 

 グループ  ：斜線情報から生成する適合ブロックのグループを設定します。 

        連続した適合ブロックで計算する場合は同一グループ名を設定します。 

        ※JCBA の「一の隣地方式」による計算をする場合。 

 計算対象  ：チェックが ON の場合は天空率の計算の対象にします。 

        チェックが OFF の場合は計算の対象外とします。測定点も生成しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地 

道路幅員２ 
道路幅員１ 

始点側 終点側 

緩和距離 

後退距離 
道路斜線 

北側斜線 
緩和距離 

隣
地
斜
線

 

緩和距離 後退距離 
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5-2-2. 道路隅切りの入力 

 ２方向道路以上の場合に入力します。 

 斜線線分の接続部に入力できます。 

 隅切り領域上には適合ブロックを作成し 

ません。 

 

【敷地点入力】                  【領域入力】 

敷地の交点に１点で入力します。          領域で入力します。 

 

 

 

 

 

 

【敷地領域が隅切りされた領域の場合】 

 道路斜線線分を隅切りの交点上迄伸縮して２つの道路斜線を接続して、隅切り領域を入力す

ることで道路隅切りとして判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2-3. 測定点の入力 

 測定点を任意の位置に入力します。 

 名称：測定点名称となります。 

 高さ：測定点の高さを設定します。 

測定点が自動生成された場合 

自動計算がチェック ON となります。  

    自動計算がチェック OFF の場合は設置値で 

    計算します。 

 ｸﾞﾙｰﾌﾟ：斜線情報のグループを選択します。 

 ｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ：斜線情報のｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を選択します。 

 

 

頂点距離 

頂点距離 

× 

敷地 
敷地 

隅切り 

端部を伸縮する 

端部を伸縮する 
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【簡易入力】 

 簡易入力がチェック ON の場合に入力できます。 

 名称の後に追番を付加します。 

 ﾋﾟｯﾁ：測定点の生成ﾋﾟｯﾁを設定します。 

 距離：１点目-２点目の入力方向の右側に離れた距離 

    に測定点を生成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2-4. 配置回転・配置移動・配置調整 

操作マニュアル_要素入力編の３.敷地層 入力要素を参照。 

 

5-2-5. 道路幅員ﾗｲﾝ生成 

操作マニュアル_要素入力編の３.敷地層 入力要素を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

× × 
１点目 ２点目 
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5-2-6. 適合ブロック（適合建築物）入力 

  作成された適合ブロックの編集又は 

適合ブロックを手動で入力できます。 

 

① 適合ブロックの領域を入力します。 

② 基準点を入力します。 

③ 勾配方向を指示します。 

 

 

立上り高さは基準点位置の高さと 

なります。 

 

 
 最高高さにﾁｪｯｸがある場合は基準ＧＬ 

 からの設定高さで上端が水平になり 

ます。 

 
 グループは斜線情報のグループを選択します。 

 グループはグループのサブの番号を選択します。 

 

 

最高高さﾁｪｯｸＯＦＦ 最高高さﾁｪｯｸＯＮ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 領域 

② 基準点 

③ 方向 

立上り高さ 

最高高さ 
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5-2-7. 天空率の計算 

 測定点が入力済の場合に計算します。 

 入力済の全ての測定点に対して計算します。 

 計算終了後に計算結果を表示で「はい」を 

 選択すると計算結果の一覧を表示します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2-8. 天空率計算結果の一覧 

 近接点   ：差(%)の最小に〇表示をします。三斜求積図作成の測定点とします。 

 測定点名称 ：測定点の名称を表示します。 

 測定点高(ｍ)：測定点の高さを表示します。（緩和を反映します） 

 適合建物(%)：適合ブロックの天空率の計算結果を表示します。 

 計画建物(%)：計画ブロックの天空率の計算結果を表示します。 

 差(%)   ：「計画ブロック(%)－適合ブロック(%)」の差(%)を表示します。 

 判定    ：計画ブロック(%)の数値が大きい場合に「OK」とします。 

 

 

測定点 
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5-2-9. 表示設定 

表示モードの設定により平面表示又はパース 

で表示するブロックを制御できます。 

 

全てのグループ：作成済の全ての適合ブロックと 

計画ブロックを表示します。 

計画ブロックのみ ：計画ブロックのみ表示します。（ﾊﾟｰｽ表示のみ） 

各グループ選択 ：選択した計画ブロックのみ表示します。 
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6. 事例別設定方法 

6-1. 複数道路 

  【前面道路が２方向にある場合】。 

  廻り込みの方式は広い方の道路幅員の2Aかつ35ｍ以内で広い方の道路に平行に生成しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2. 一の隣地方式 

  全ての隣地斜線からの斜線制限を一つの隣地として適合ブロックを作成します。 

斜線情報生成後の隣地斜線を、同一グループ名に変更します。 

1. グループ元の斜線情報を選択する。 

2. マウスの右ボタンでポップアップメニューを 

出して要素属性コピーを選択する。 

 

 

 

 

  

3. コピーする斜線情報を選択後実行ボタン 

で同一グループとなります。 

 

 

 

道路Ｂ 

道路Ａ 

２
Ａ
か
つ

3
5
ｍ
以
内

 

10ｍ 

適用距離Ｌ 

適用距離Ｌ 

道路斜線Ａ 

道
路
斜
線
Ｂ

 

道路斜線Ａ 

道
路
斜
線
Ａ

 

斜線情報が別グループの場合 斜線情報が同一グループの場合 
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4. 適合ブロック生成で一の隣地方式の 

適合ブロックが生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

6-3. 道路に高低差がある場合 

 斜線情報の道路斜線の始点と終点が敷地の 

基準ＧＬより 1ｍ以上低い場合は自動で 

適合ブロックを分割して、 

（Ｈ－１）／２の緩和を行い適合ブロックを 

生成します。 

※H は敷地と道路の高低差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立面図 
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6-4. 隣地に高低差がある場合   

 隣地の平均地盤が敷地より１以上高い場合に、 

（Ｈ－１）／２の緩和を行い適合ブロックを 

生成します。 

 

 始点と終点の高さから平均地盤高さを計算後 

 隣地が１ｍ以上高い場合に緩和処理をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-5. 北側斜線に高低差がある場合 

 隣地の平均地盤が敷地より１以上高い場合に、 

（Ｈ－１）／２の緩和を行い適合ブロックを 

生成します。 

 

 始点と終点の高さから平均地盤高さを計算後 

 隣地が１ｍ以上高い場合に緩和処理をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ 

（Ｈ－1）／２ 

敷地地盤面▽ 

立上り高 

20ｍ or 31ｍ 

▽隣地地盤面 

Ｈ 

（Ｈ－1）／２ 

敷地地盤面▽ 

立上り高 

5ｍ or 10ｍ 

▽隣地地盤面 
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7. 設計図書出力 

 天空図にチェックを入れて「OK」を 

 すると全ての天空図の図面を作成し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-1. 配置図 

   ファイル名を「天空_配置図.dxf(jww)」で作成します。 

適合ブロックと計画ブロックの領域点に高さを作画します。 
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7-2. アイソメ図・立面図 

   近接点のアイソメを作成します。 

   ファイル名を「天空_ｱｲｿﾒ図 A.dxf(jww)」で作成します。※A はグループ名。 

   方位別及びグループ別に立面図を作成します。 

   ファイル名を「天空_西立面図 A.dxf (jww)」で作成します。※Aはグループ名。 

 

  1.アイソメのアングルを 

決めて、記録のアイコン 

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.現在のアングルを設定しますか 

   「OK」で記録されたアングルの 

アイソメ図が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイソメ図 立面図 
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7-3. 正射影位置確認図 

ファイル名「天空_正射影位置確認図 A1_0007.dxf(jww)で作成します。 

 (A1 は測定点名称、0007は測定点の連番) 

 

  ■正射影図位置確認図 

   【正射影図(横)】                    【正射影図(縦)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■正射影図位置確認表 

ファイル名は「天空_正射影位置確認表(適合).dxf(jww)」で作成します。 

ファイル名は「天空_正射影位置確認表(計画).dxf(jww)」で作成します。 
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7-4. 三斜求積図・三斜求積表 

   近接点の三斜求積図を作成します。 

   ファイル名を「天空_三斜求積図(適合).dxf(jww)」で作成します。 

   ファイル名を「天空_三斜求積図(計画).dxf(jww)」で作成します。 

 

   適合ブロックの三角形は外接で作成、計画ブロックの三角形は内接で作成します。 

 

       【天空_三斜求積図(適合)】        【天空_三斜求積図(計画)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ファイル名を「天空_三斜求積表(適合).dxf(jww)」で作成します。 

   ファイル名を「天空_三斜求積表(計画).dxf(jww)」で作成します。 
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7-5. 天空率一覧 

   生成された測定点の計算結果一覧から作成します 

   ファイル名を「天空_天空率一覧表.dxf(jww)」で作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-6. 端数処理 

  【天空図の端数処理】 

   長さ／高さ・測定点高さ／距離・三斜底辺／高さ・ 

   面積・合計面積・天空率・角度の設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


